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A

最
近
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ノ
一
例
ヲ
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験
ジ
、
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興
味
ア
ソ
ト
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A

Y

、
手
術
方
法
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一
ヨ

y
之
ヲ
治
癒
セ
シ
ム

Y
ヲ
符
タ
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ヲ
以
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ヲ
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献
－
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。
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来
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ヲ
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ヲ
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＋
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右
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右
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－
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－
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膨
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損
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縁
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関
口
線
ヲ
距
山
戸
、
コ
ト
約
U
J
二
一
拠
、
之
ニ
ヰ
行
一
一
リ
ノ
ノ
外
国
－
一
皮
切
ヲ
加
へ
雨
縁
ヲ
内
側
－
一
税
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ジ
相
縫
合
セ
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縫
合
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加
プ

Y
時
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ク
ソ
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陸
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造
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面
ニ
A

縫
合
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ヲ
出
す
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フ
シ
メ
タ

y
。

之
ニ
依
－
プ
雨
管
ノ
吻
合
ヲ
完
成
セ

シ
メ
、
更
－
一
皮
膚
モ
上
下
相
寄
セ
－
ア
縫
合
シ
以
－
プ
目
的
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到
達
セ

9
0

即
チ
擁
脹
セ

Y
綿
轍
騰
管
－
一
来
レ
グ
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汁
A

瞬
、
置
セ
ラ
レ
ア
皮
下
－
一
埋
設
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タ
レ
タ

Y
宰
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ヲ
通
過
シ
e

ア
後
腹
睦
内
ノ
腸
管
－
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注
ガ
山
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、
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ト
、
ナ
n
y
U
J
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。
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四
闘
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手
術
後
ノ
経
過
順
調
ニ
ジ
ア
手
術
直
後
A

縫
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線
ノ
一
部
ヨ
リ
多
少
ノ
臆
汁
ガ
排
出
セ
ラ
レ
タ
リ
シ
モ
大
正
十
五
年
七
月
十
三
日
全
治
退

院
シ
、
現
在
－
一
至
Y
迄
何
等
ノ
苦
痛
ヲ
訴
ブ

Y

コ
ト
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勢
働
－
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ッ
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ァ
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憤
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－
一
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ヲ
綜
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ト
余
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ト
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ス
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百
民
一

d
コア

特
殻
性
総
轍
臆
管
横
脹
A

一
八
五
二
年
ロ

2
吃
2
ノ
報
告
ア
以
ア
晴
矢
ト
シ
、
我
園
－
一
於
イ
ア
A

明
治
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十
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年
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久
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U
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初
ト
ス
。
而
ジ
－
プ
一
九
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Z
－m
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セ
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7
併
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ア
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圭
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カ
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六
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算
ス
u
y

－
二
過
ギ
ズ

郎
チ
余
ノ
例
ヲ
以
－
ア
第
五
十
七
ト
ナ
ス
。

性

。

年

齢

一
般
ニ
幼
若
ニ
ジ
ア
虚
弱
ナ

Y
女
子
、
殊
一
一
二
十
五
歳
迄
－
一
多
シ
。
卸
チ
八

O
l八
五
%
’
A

女
子
一
一
凪
ス
。

一
九
一

O
年
当
己
｝
2
ガ
成
熟
セ

Y
男
性
胎
児
－
一
一
於
ケ
Y
報
告
ヲ
最
年
少
ト
シ
、
一
九
二
六
年
国
内
巴
’
一
E
rg
－m
ガ
報
告
セ
M
Y

四
十
歳
ノ
女

子
ヲ
最
年
高
ト
ス
。

余
ノ
例
二
十
八
歳
ノ
男
性
ナ
Y
ガ
如
キ
A

殊
ニ
稀
ナ
w
y

モ
ノ
ナ

y
。

診

断

右
上
腹
部
ノ
波
動
ヲ
呈
ス

Y
腫
湯
、
疹
痛
、
魅
痛
、
黄
痕
等
ヲ
以
ア
診
断
ノ
接

y
所
ト
ナ
ス
モ
、
ソ
ノ
診
断
A

悶
難
ニ
シ
ア
手
術
前
或
A

剖

検
前
－
一
之
ガ
診
断
ヲ
ナ
ジ
得
タ
Y

モ
ノ
出

2
問
。宮

5
3
伊
藤
、
ロ
C

｝
］
百
∞
ノ
諸
氏
ガ
各
一
例
ヲ
報
告
セ

Y

ノ
ミ
。
卸
チ
五
二
ニ
，

mナ
リ
。

余
ノ
例
ユ
於
イ
ア
モ
亦
手
術
前
－
一
A

之
ガ
診
断
7
下
ジ
得
ず

y
キ
。
「
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
」
嚢
腫
、
賭
嚢
腫
、
卵
巣
嚢
腫
、
後
腹
膜
業
腫
、
臆

石
症
等
ト
瑛
ラ

山戸
、
コ
ト
多
キ
モ
ノ
‘
如
シ
。

余
A

遺
影
剤
－
一
ヨ

y
叉
加
之
周
園
盈
気
法
一
一
ヨ

y
臆
道
ノ
寓
影
ガ
完
全
－
一
成
サ
グ
、
／
時
期
来
－
プ
バ
診
断
A

比
較
的
容
易
ナ

y

－
フ
ン
ト
考
ア

Y
者
ナ
リ
ノ
。

毛
ノ
ト
ナ

成

因

成
因
ニ
開
シ
ア
A

諸
家
種
々
ノ
説
ヲ
ナ
ジ
末
ダ
之
ヲ
決
定
uvd

難
キ
戚
ア

9
0
卸
チ
大
別
シ
－
プ
列
車
ス

Y

－
一
究
ノ
如
ジ
。

第
四
谷

F「

臨

床
』」

辻

村

七
O
五

（
第
五
競

八
一
）



第
凶
血
位

F『

臨

床
、」

辻

村

七
O
六

（
第
五
波

八
二
）

（
一
）
、
勝
石
ニ
ヨ

Y
勝
進
下
端
ノ
閉
塞
－
一
ヨ

Y
ト
ナ
ス
モ
ノ
。
ー
（
ま
寄
与

合
己
、
謄
石
降
下
一
一
際
シ
臆
道
粘
膜
－
一
造
－
プ
レ
ジ
潰
蕩
ガ
刷
用
痕
性
萎
縮
ヲ
来
ジ
タ
Y
タ
メ
ニ
オ
コ
リ
ノ
ジ
狭
窄
－
一
ヨ

Y
ト
ナ
ス
モ
ノ
。
l
（泉）

（
三
）
、
総
輸
臆
管
下
部
、
十
二
指
腸
開
口
部
ノ
先
天
性
異
常
狭
隆
｜
（

Z
E－－
4
3
J5）

（
四
）
、
騰
道
下
端
ノ
瞬
版
作
用
ヲ
ナ
ス
屈
曲
、
閉
塞
－
一
ヨ

Y

ト
ナ
ス
モ
ノ
。

I
R
S－C一
h
v
J
p
g
d
f
r－E
7
f
F
ょに戸】ん
E
c－－w
同
一
室
ざ

3
2）

（
五
）
、
内
腿
－
一
ヨ
w
y

仲
展
或
A

脱
退
萎
縮
－
一
陥
w
y

タ
メ
ナ
リ
ト
ナ
ス
モ
ノ
。
－
2
0
rE
ニ
ご
三
E
）

（
六
）
‘
徽
毒
ト
開
係
ア
リ
ト
ナ
ス
モ
ノ
。

1
2
z
c
E
t）

（
七
三
線
轍
臆
管
ノ
先
天
性
薄
弱
一
一
ヨ

Y

ト
ナ
ス
モ
ノ
。

1
2
z
sJ
解
良
）

之
ニ
加
フ

Y

ニ
十
二
指
腸
関
口
部
ニ
於
ケ
Y
軽
度
ノ
一
時
性
腫
脹
費
生
シ
、
潟
－
一
組
轍
牒
管
稿
々
強
ク
慌
脹
シ
、
腫
脹
去
Y

モ
瞭
脹
ノ
依
復

完
全
日
一
行

A
レ
ズ
新
ニ
腫
脹
加

A
P
盆
々
捺
脹
ヲ
来
シ
終
ニ
下
端
－
一
一
瞬
膜
ヲ
作
9
以
ア
嚢
腫
ヲ
ツ
ク

Y

ト
ナ
ス
モ
ノ
。
｜
（
ロ
－

d
2｝｝
E
U）

総
轍
臆
管
ノ
先
天
性
活
弱
ア
リ
ア
十
二
指
腸
又
A

勝
進
下
端
－
二
時
性
炎
症
ヲ
来
ス
カ
、
又
A

刻
J
引
ィ
氏
筋
ノ
撃
縮
－
一
ヨ

Y
臆
汁
瀦
溜
ヲ
来

シ
嚢
臆
ヲ
ツ
ク

Y

ト
ナ
ス
モ
ノ
。
ー
（
前
嶋
、

5
7
2
F占）

（
八
）
、
勝
臓
怪
腫
ガ
臆
遁
壁
－
一
繊
維
腺
腫
ヲ
ツ
ク
Y

コ
ト
－
一
ヨ
U

ト
ナ
ス
モ
ノ
。
ー
（
｝

WEAr）

へ
九
）
、
胎
生
期
二
於
ケ
M
Y

臆
道
形
成
機
轄
ニ
異
常
ア
リ
シ
タ
メ
ナ
ソ
ト
ナ
ス
モ
ノ
。

ー
（空乙（－
r
）

余
ノ
例
－
一
於
イ
ア
ヱ
一
）

l
（
ム
ハ
）
－
一
相
営
ス
ペ
キ
所
見
ヲ
認
メ
ザ
η
ノ
キ
。
（
七
）

l
（
九
）
ニ
相
営
ス
ペ
キ
モ
ノ
ナ
ラ
ン
モ
ソ
ノ
何
レ
ニ

一風
セ
シ

ム
ベ
キ
ヤ
、
之
ヲ
決
定
ス

Y

ニ
足
Y
根
操
不
充
分
ナ
U
F

ヲ
遺
戚
ト
ス
。

強

後

コ
ノ
疾
患
ノ
議
後
A

一
般
一
宜
ジ
カ
ラ
ズ
。
出
兵
2

M42常
7
2
2・
A

四
十
八
例
ニ
就
キ
ソ
ノ
議
後
ヲ
越
Y

ヨ
ト
究
ノ
如
シ
。

手
術
セ
ザ

yuv
五
例
、
コ
レ
A

何

ν
予
死
ノ
轄
蹄
ヲ
ト
レ
リ
ノ
（
一
O
O
%
）

一
ヨ
レ
バ

1
一
切
（
三
二
二
%
）
ノ
治
癒
ヲ
皐
グ

。



手
術
セ
シ
四
十
三
例
中
九
例
（
ニ
一

μ）
A

治
癒
シ
、
他
ノ
三
十
四
例
（
七
九

μ）
A

死
セ

9
0

卸
チ
ソ
ノ
治
癒
率

A
9
一
羽
（
一
八
・
七

μ）ナ
y
、
死
己
宰
八
了
三
M
Y

出
P
E
N
片岡ロヨ
2
・
A

五
十
例
中
七
例
（
一
四
折
）
ノ
治
癒
ナ
リ
ノ
ト
ス
。

z
s
m
d
T
5
2
A
手
術
－
一
ヨ

Y
死
己
率
ヲ
八

O
，拘
ト
ナ
ス
。

余
ノ
例
A

治
癒
セ

Y

モ
ノ
、
第
十
例
ナ
リ
ノ
。
因
－
プ
余
ノ
例
ヲ
併
セ
考
フ
レ
バ
ソ
ノ
治
癒
率
A

日
訂
（
一
七
・
七
折
）ナ

y
。

慮

置

特
政
官
性
総
轍
腸
管
藤
脹
ニ
一
割
シ
ア
採
用
セ

ラ
レ
タ
w
y

慮
置
法
ヲ
大
別
ス
レ
バ
衣
ノ
如
ジ
。

（

二

、

穿

刺

（
二
）
、
総
轍
謄
管
旗
脹
部
ノ
切
除
、
刻
出
。

（
三
）
、
旗
脹
部
ト
胃
或
A

腸
ト
ノ
吻
合
。

（四
）
、
痩
管
設
置
。

穿
刺
（
治
癒
一
例
）
、
切
除
刻
出
、
薄
管
設
置
A

Y

ノ
成
績
何
レ
毛
良
好
ナ

y
ト
A

考
へ
難
シ
u

諸
家
ノ
意
見
A

胃
腸
ト
ノ
吻
合
－
二
致
セ

Y
モ
ノ
、
如
ジ
。

抑
々
臆
道
、
謄
一議
ト
、
胃
、
腸
ト
ノ
吻
合
術
A

E

乙
d

］
（
一
八
八
八
年
）
ノ
潟
セ

Y

ヲ
鴨
矢
ト

ジ
、
後
、
諸
家
－
一
ヨ

y
ア
行
A

V

タ

y
。
而
シ

ア
之
等
術
式
ノ
快
馳
ト
セ
ラ
Y

、
所
A

解
剖
皐
上
ノ
関
係
ヨ

y
手
術
ガ
比
較
的
困
難
ナ
Y

コ
ト
、
手
術
一
一
際
ジ
ア
ノ
戚
染
少
ナ
カ
ラ
ザ
Y

コ
ト

胃
腸
ノ
内
容
ノ
逆
疏
ス

Y

コ
ト
ニ
ヨ

y
謄
管
ノ
炎
症
ヲ
来
シ
易
キ
コ
ト
等
ナ

y
。
コ
ノ
胃
腸
ヨ
時
ノ
ノ
内
容
逆
流
ヲ
防
止
セ
ン
ガ
タ
メ
一
二
権
々
ノ

方
法
試
ミ
ラ
レ
タ

7
0

A

勝
一議
ト
腸
ト
ノ
吻
合
ア
ナ
ス
二
百
リ
謄
嚢
底
ヲ
二
百
七
十
度
振
轄
セ
シ
ム

Y

コ
ト
ニ
ヲ
ヅ
ア
之
ヲ
防
止
セ
ン
ト
ジ

F
5
2

等
A

空
腹
ヲ
切
断
シ
ア
Y
字
形
ノ
吻
合
ヲ
遺

y
、
コ
ノ
噴
置
セ
ラ

ν
タ
Y
杢
腸
ト
臆
護
ト
ヲ
吻
合
セ
ジ
メ
タ
9
0
冨
C

ロ］
L
L
P
H
P
50プ
等
A

更

－－ハ一三
戸一三
山口戸
〕。
J
h

第
内
各

，...、
臨

床

辻

村

七
O
七

〈
第
五
競

八
三
）



第
四
巻

F「
臨

辻

村

七
O
八

（
第
五
競

八
四
）

床】

ニ
ヨ
ノ
噴
置
セ
ラ
V

タ
Y
空
腹
一
一
敏
壌
ア
ツ
ク
レ
リ
〆
、
以
－
ア
逆
流
ヲ
防
ガ
ン
ト
セ
η
ノ。

A

胃
、
十
二
指
腸
移
行
部
一
一
ア
切
断
シ

胃
腸
吻
合
ヲ
ナ
ジ
コ
レ
ニ
ヨ
ツ
ア
噴
置
セ
ラ
レ
タ

Y
十
二
指
腸
ア
蹟
脹
セ

Y
線
轍
臆
管
ト
吻
合
セ
シ
メ
タ
リ
ノ
。
出
品
吋
N
o
p
o
v
c］
宮
等
二
脂
嚢

ト
宰
腸
ト
ノ
吻
合
ヲ
ナ
シ
更
－
一
之
一
一
回
－
t
E
ノ
吻
合
ヲ
添
加
セ

y
o
H
W
E
Z
L手
百
amA
空
腸

7
Y
字
形
－
一
吻
合
シ
噴
置
セ
ラ
レ
タ
Y
空
腸
ノ
断

端
ヲ
謄
議
ト
吻
合
セ
シ
メ
ア
コ
ノ
雨
吻
合
ノ
間
ノ
空
腸
ヲ
腹
腔
外
ト
ナ
ジ
ア
皮
下
一
一
持
来
セ

9
0
コ
ノ
部
分
ノ
座
ヲ
調
節
ス

Y
コ
ト
ニ
ヨ
吋
ノ
ア

膿
汁
ノ
流
通
ヲ
調
節
ス

Y
ト
共
二
戚
染
ヲ
防
ガ
ン
ト
セ

7
。

以
上
基
グ
タ

Y
諸
術
式
ノ
ア
U
Y

モ
ノ
A

既
ニ
一
総
轍
謄
管
慌
脹
一
一
モ
適
用
セ
一
プ
レ
タ

y
o然
v
ド
モ
特
接
性
総
轍
臆
管
慌
脹
ノ
如
キ
疾
患
－
一
ア

ロコ
u白
官

E
P
H
H
Z

ヅ
ア
コ
ヵ
、
u
y
手
術
操
作
ガ
一
期
的
ェ
行
ヒ
得
ず
Y
場
合
モ
甚
ダ
少
カ
ラ
ズ
。
斯
Y
際－一
A

二
究
的
ニ
コ
ノ
謄
産
管
ノ
慮
置
ヲ
ナ
ス
ヲ
以
ア
至
営
ナ
η
ノ
ト
ス
。

一
般
ニ
謄
痩
管
A

特
別
ノ
操
作
ヲ
加
ヘ
ズ
ト
モ
閉
鎖
治
癒
シ
易
キ
モ
ノ
、
如
ジ
ト
雄
モ
亦
数
年
－
一
互

y
－
ア
閉
鎖
セ
ザ
リ
ノ
ジ
例
モ
少
ジ
ト
セ

ズ。（己（五月｝』（玉三叶目
e
k
r
E
E－

JF4E
一
モ
｝
少
ピ
乙
石
丸
山
F

羽）

一
時
的
臆
痩
管
ヲ
設
置
ス

Y

コ
ト
ニ
止
メ
更
－
一

而
わ
て
ア
臆
管
痩
ガ
長
年
月
ュ
一
日
一

y
－
ア
存
在
ス

Y

コ
ト
ノ
不
快
ナ

Y
馳
ト
ジ
ア
諸
家
ノ
皐
Y
ト
コ
ロ
ヲ
綜
合
ス
レ
バ
衣
ノ
如
シ
。

（
一
）
、
替
養
障
害
。

（
二
）
、
骨
系
統
ニ
及
ポ
ス
悪
影
響
（
骨
質
義
組
症
）

l
（｝
J
F

三
三
J
F土
5
W
E
L
d｝）

（
三
）
、
煙
管
関
口
部
ノ
皮
膚
ガ
臆
汁
－
一
ヨ
ソ
ア
浸
漬
損
傷
セ
一
プ

Y

、
コ
ト
。

総
轍
脆
管
瞭
脹
症
－
一
於
イ
ア
グ
ガ
慮
置
ト
シ
ア
造
替
セ
－
フ
レ
タ

Y
膿
痩
管
ノ
自
然
的
閉
鎖
λ

殊
－
一
困
難
ナ

Y

モ
ノ
、
如
シ
。
之
レ
営
然
考
へ

得
ペ
キ
コ
ト
ナ
η
ノ。

謄
産
管
ヲ
廃
置
セ
ン
ト
シ
－
プ
ナ
ナ
レ
タ
w
y

方
法
ヲ
大
別
ス
レ
バ
左
ノ
如
ジ
。

（
ご
、
痩
管
ノ
結
設
。

（
二
）
、
痩
管
ヲ
分
離
切
除
シ
因
－
ア
以
ア
造
一
ブ
レ
タ
Y
騰
管
快
損
部
ヲ
種
々
ノ
臓
器
、
組
織
ヲ
以
ア
補
経
ス
w
y

コ
ト

（
胃
壁
、
腸
壁
、
騰
嚢
壁



網
膜
、
静
脈
管
片
、
糠
痕
組
織
、
皮
膚
擁
等
）

ご
ニ
）
、
痩
管
ト
胃
、
腸
管
ト
ヲ
吻
合
セ
ジ
ム

Y

コ
ト
（
腹
腔
内
ニ
ア
、
腹
腔
外
－
一
ア
）

線
轍
騰
管
憤
脹
－
一
一
於
ケ
y
d
N

加
キ
場
合
－
一
ツ
ク
ラ
レ
タ

Y
臆
痩
管
－
一
一
於
イ
ア
、
三
）
、
（
二
）
ノ
方
法
－
一
依
ア
目
的
ヲ
蓬
セ
ン
ト
ス

Y

コ
ト
A

頗
Y
難
シ
。
而
シ
ア
（
三
）
ノ
方
法
－
一
ヨ

Y

モ
之
ヲ
腹
腔
内
－
一
ア
行
フ
コ
ト
A

相
官
－
一
危
険
ヲ
件
プ
モ
ノ
ト
セ
ザ
Y
ペ
カ
ク
ズ
。

以
上
ノ
如
キ
諸
貼
ヨ

y
考
へ
余
A

腹
腔
外
－
一
－
ア
棲
管
ト
胃
或
A

腸
管
ト
ヲ
吻
合
セ
シ
ム

Y

コ
ト
ヲ
以
ア
最
毛
安
全
－
一
シ
ア
且
ッ
簡
箪
ナ
Y

操
作
ナ

y
ト
考
ァ
。

腹
腔
外
－
一
－
ア
臆
痩
管
ト
、
胃
、
腸
ト
ノ
吻
合
ア
企
e

プ
シ
モ
ノ

A
4
E
H
E
E
d
F
Z
C｝
同
ガ
犬
二
於
ケ

Y
賞
験
ヲ
以
ア
最
初
ト
ス
。
卸
チ
宰
腸
ヲ

一
部
噴
置
し
ν
、
之
ヲ
以
ア
腸
ノ
産
管
ヲ
膿
痩
管
－
一
近
接
hv
－ア遺

y
、
コ
ノ
爾
者
二
「
ブ
ム
」
管
ノ
上
、
下
端
ヲ
掃
入
セ
ソ
。

コ
ノ
方
法
ヲ
人
－
一
用
ヒ
ア
成
功
セ

Y

モ
ノ

A
H
C
a
g
E・g
－S匂
（）H
・r
F
U与
2
2
2閣と
ナ
リ
ノ
。
然
モ
コ
ノ
方
法
ノ
不
快
ト
セ
ラ
y
、
ト
コ

ロ
A

「
ゴ
ム
し
管
周
圏
ノ
組
織
ノ
刺
戟
、
並
一
一
韓
外
ヨ
リ
ノ
ノ
戚
染
ナ
9
。

余
ノ
経
験
セ

Y
ガ
如
キ
例
－
一
ア
ツ
ア
A

余
ノ
行
ヒ
タ

Y
方
法
ガ
以
上
列
皐
セ

Y
諸
方
法
－
一
比
ジ
比
較
的
簡
軍
一
一
シ
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